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「
有
っ
た
も
の
を
無
か
っ
た
も
の
に
す

る
事
は
出
来
な
い
」。
文
部
科
学
省
の

元
事
務
次
官
・
前
川
喜
平
氏
の
会
見
に

於
け
る
言
葉
で
す
。

　

堀
潤
氏
が
進
行
を
務
め
る
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

を
〝
と
ば
口
〞
に
、
真
の
指
導
者
の

「
あ
り
方
」
と
は
何
か
を
語
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
人
間
主
義
と
行
為
主
義
の
違

い
を
説
明
し
ま
し
た
。
前
者
は
「
人ヒ
ュ
ー
マ道

主ニ
ズ
ム義
」
に
非
ず
。
肩
書
や
風
貌
で
人
物

を
判
断
す
る
の
が
「
人
間
主
義
」
で
す
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
警
察
の
職
務
質
問
。

二
輪
車
に
跨
が
っ
た
長
髪
の
青
年
は
、

普
通
自
動
車
に
乗
っ
た
背
広
姿
の
壮
年

よ
り
も
運
転
免
許
証
の
提
示
を
求
め
ら

れ
る
確
率
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　

斯
く
も
往
々
に
し
て
人
間
主
義
は
硬

直
し
た
〝
勧
善
懲
悪
〞
へ
と
陥
り
が
ち
。

同
時
に
、
粉
飾
決
算
に
象
徴
さ
れ
る
不

祥
事
は
、「
地
位
は
人
を
駄
目
に
す

る
・
富
す
れ
ば
鈍
す
る
」
の
新
し
い
格

言
を
人
口
に
膾か
い
し
ゃ炙
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
行
動
で
人
物
を
判
断

す
る
の
が
「
行
為
主
義
」。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
発
生
直
後
、「
生
き
て
い

た
ら
声
を
出
せ
」
と
倒
壊
し
た
文
化
住

宅
の
扉
を
順
番
に
叩
い
て
、
反
応
の
有

っ
た
部
屋
か
ら
独
居
の
高
齢
者
を
助
け

出
し
た
茶
髪
少
年
達
の
逸
話
を
想
い
出

し
ま
す
。
そ
れ
は
ト
リ
ア
ー
ジ
の
「
形

式
知
」
を
遙
か
に
超
え
た
「
暗
黙
知
」

と
し
て
の
状
況
判
断
・
認
識
能
力
。

　

が
、
周
囲
か
ら
賞
賛
さ
れ
て
有
頂
天

と
な
っ
た
彼
ら
が
万
引
を
働
い
た
な
ら
、

咎
め
を
受
け
る
の
は
当
然
。「
行
為
主

義
こ
そ
、
し
な
や
か
な
是
々
非
々
」
と

申
し
上
げ
た
所
以
で
す
。

　

に
も
拘
ら
ず
、
当
初
は
「
怪
文
書
」

と
し
て
闇
に
葬
る
算
段
だ
っ
た
代
物
が
、

「
公
文
書
」
な
ら
ず
と
も
「
公
用
文

書
」
で
は
あ
る
ら
し
い
と
認
識
さ
れ
始

め
る
や
、「
出
会
い
系
バ
ー
」
云
々
の

行
為
主
義
な
ら
ぬ
人
間
主
義
の
レ
ッ
テ

ル
貼
り
に
勤
し
む
展
開
に
。「
ま
さ
か
、

平
清
盛
が
都
に
放
っ
た
と
い
う
『
か
む

ろ
』
の
ご
と
き
密
偵
が
、
東
京
の
盛
り

場
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
わ
け
で
も
あ
る

ま
い
に
」
と
「
日
本
経
済
新
聞
」
第
１

面
「
春
秋
」
は
微
苦
笑
し
て
い
ま
す
。

　

辞
任
後
に
二
つ
の
夜
間
中
学
校
で
教

鞭
を
、
更
に
は
貧
困
が
原
因
で
中
退
し

た
子
供
達
を
学
習
支
援
す
る
現
場
に
も

ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
週
、
参
加
し
て

い
る
前
川
氏
の
行
為
主
義
を
複
数
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
関
係
者
が
明
ら
か
に
す
る
と
、
吉

原
通
い
が
週
刊
誌
に
報
じ
ら
れ
た
元
総

務
大
臣
、
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
Ｓ

Ｍ
ク
ラ
ブ
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
元
経

済
産
業
大
臣
と
の
彼
我
の
違
い
も
、
人

口
に
膾
炙
す
る
始
末
。

「
こ
の
国
の
か
た
ち
」
で
な
く
「
こ
の

国
の
あ
り
方
」
を
弁
証
法
的
に
捉
え
ね

ば
、
進
化
も
深
化
も
日
本
に
は
訪
れ
ず
、

と
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。
政
策
本
位

の
政
治
が
実
現
す
る
と
喧
伝
さ
れ
た
小

選
挙
区
制
が
国
会
議
員
の
劣
化
を
齎
も
た
ら

し
た
と
慨
歎
さ
れ
る
昨
今
。
制
度
さ
え

変
え
れ
ば
世
の
中
が
バ
ラ
色
に
な
る
訳

も
な
く
、
当
選
者
・
支
援
者
に
留
ま
ら

ず
一
人
ひ
と
り
の
国
民
の
心
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
智
が
問

わ
れ
て
い
る
、
と
の
公
理
の
証
明
で
す
。

　

今
回
の
一
件
も
、「
政
治
主
導
」
VS

「
官
僚
主
導
」、「
規
制
緩
和
」
VS
「
既

得
権
益
」
の
不
毛
な
二
項
対
立
を
超
え

る
上
で
の
教
訓
と
す
べ
き
。
内
閣
人
事

局
の
設
置
が
霞
が
関
官
僚
の
萎
縮
と
不

満
を
増
大
さ
せ
た
と
捉
え
る
の
は
些
か

浅
薄
。
官
僚
が
積
み
上
げ
て
き
た
施
策

や
流
儀
を
一
刀
両
断
す
る
政
治
主
導
は

如
何
か
、
と
指
摘
す
る
向
き
に
至
っ
て

は
取
り
分
け
。

　

解
雇
や
倒
産
と
は
無
縁
な
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
官
僚
も
、
選
挙

で
審
判
を
受
け
る
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
・
リ

ー
ダ
ー
の
政
治
家
も
、
国
家
益
や
組
織

益
と
は
異
な
る
「
国
民
益
」
の
実
現
に

向
け
、
同
じ
ベ
ク
ト
ル
上
で
粉
骨
砕
身

す
べ
き
存
在
。
而
し
て
、
真
の
指
導
者

に
は
「
的
確
な
認
識
・
迅
速
な
決
断
と

行
動
・
明
確
な
責
任
」
の
覚
悟
と
李
下

に
冠
を
正
さ
ぬ
倫
理
が
不
可
欠
。
で
な

け
れ
ば
、「
政
治
主
導
」と
い
う
名
の「
規

制
緩
和
」
も
所
詮
は
新
た
な
「
既
得
権

益
」
を
生
み
出
し
、
国
民
益
を
毀
損
さ

せ
る
結
果
が
訪
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

Ｏ 

Ｍ
Ｘ「
モ
ー
ニ
ン
グ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
」

で
僕
は
、「
二
項
対
立
を
超
え
て
〜
行

為
主
義
こ
そ
、
し
な
や
か
な
是
々
非
々

〜
」
と
題
し
、
前
川
氏
の
発
言
と
営
為

を
巡
る
「
政
治
主
導
」
側
の
右
往
左
往 人間主義・行為主義

★
次
号
７
月
号
の
発
行
日
は
６
月
30
日
で
す
。


